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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、スプライシング因子3Bの4つのサブユニットのうちの1つをコードしています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プレスプライセオソーム複合体AのプレmRNAの分岐点配列のすぐ上流のプレmRNA領域に架橋結合します。また、B、C、Eスプライセオソーム複合体の組み立てにも関与している可能性があります。RNA結合活性に加えて、このタンパク質はスプライシング因子3Bのサブユニット2と直接かつ非常に特異的に相互作用します。このタンパク質は2つのN末端RNA認識モチーフ（RRM）を含んでおり、プレmRNAに直接結合するという観察と一致しています。[RefSeq提供、2008年7月]機能：プレmRNAの分岐点配列（BPS）へのU2 snRNPの安定的な結合によって形成される「A」複合体の組み立てに必要なスプライシング因子SF3Bのサブユニット。分岐部位上流のSF3A/SF3B複合体への配列非依存的な結合は必須であり、U2 snRNPをpre-mRNAに固定する可能性がある。また、「E」複合体の組み立てにも関与している可能性がある。SF3B4は複合体「B」および「C」にも見つかっている。また、U12依存性のマイナースプライソソームにも属し、核内pre-mRNAイントロンの稀なクラスのスプライシングに関与する。,類似性：SF3B4ファミリーに属する。,類似性：2つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット：少なくとも8つのサブユニットで構成されるスプライシング因子SF3Bの構成要素。 SF3B1/SAP155/SF3B155、SF3B2/SAP145/SF3B145、SF3B3/SAP130/SF3B130、SF3B4/SAP49/SF3B49、SF3B14A、PHF5A/SF3B14B、SF3B10、SF3B125。SF3Bはスプライシング因子SF3Aおよび12S RNAユニットと結合してU2小核リボ核タンパク質複合体（U2 snRNP）を形成する。SF3B4はSF3B2と直接相互作用する。
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	SF3B4 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	SAP 49 ポリクローナル抗体を使用した K562 細胞のウェスタン ブロット分析。
	

	SAP 49 ポリクローナル抗体を使用した K562 細胞のウェスタン ブロット分析。

